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研究報告・ワークショップ実施報告： 

 



 

衝撃波による小惑星の加熱・蒸発・再凝縮を検討することを研究目的とし，共同研究員お

よび分担者にて議論を行った．セミナー形式にて，衝撃波を用いた微惑星バウモデルを確

認したのちに，隕石試料の解析結果をふまえ，バウモデルによる小惑星の加熱・蒸発・再

凝縮の妥当性を検討した．バウモデルにより小惑星を加熱・蒸発・再凝縮することは可能

なるも，現在の太陽系形成論に従うと，太陽系初期のみにそのプロセスが限定されること

が判明した．太陽系の時期を問わず，衝撃波により小惑星の加熱・蒸発・再凝縮すること

のできる条件を，継続して検討することとなった． 


